
静岡市監査委員協議会 会議録 

 

会 議 令和８年度 第４回 監査委員定例協議会 

 

開催日時 令和８年７月 28 日（火） 午前９時～午前 10 時 

 

出 席 者  監査委員 深澤 俊昭、白鳥 三和子、宮城 展代、山梨 渉 

  事務局長 小長井 健司 

  書  記 花村 章弘 

   宮崎 あゆみ、見城 央倫、齋藤 升美、上野 貴 

   青野 洋平、神山 悟、袴田 有美子、谷 梓、保田 崇行 

 

─────────────────────────────────────────── 

 

会議内容 

 

１ 開会宣言 花村参与 

２ 例月現金出納検査等（６月分） 

冒頭、宮崎次長補佐から、各会計とも、検査調書に記載されている預金残額と通帳類などの

実物を事務局職員が照合した結果、一致していることが確認された旨の報告があった。 

（１）説明者等 

  ア 各種会計 会計管理者兼会計室長、会計室次長 

  イ 病院事業会計 青野係長（監査第２係） 

  ウ 簡易水道事業会計 青野係長（監査第２係） 

  エ 水道事業会計 宮崎次長補佐（監査第１係） 

  オ 下水道事業会計 宮崎次長補佐（監査第１係） 

  カ 農業集落排水事業会計 宮崎次長補佐（監査第１係） 

（２）発言等 

  ア 各種会計 

（深澤代表） 

会計管理者所管預金額調書において、普通預金の欄が４つあるが、それぞれどのように

整理しているのか。 

（会計室） 

小計欄の下段にある２つの普通預金の欄のうち、普通預金（無利息型）の欄は、日々の

支払に充てる歳計現金を管理している無利息口座の残高である。もう一つの普通預金の欄

は、歳計現金のうち余裕資金について譲渡性預金による運用を行うに当たり、譲渡性預金

の預入日までの間、一時的に普通預金として保有している資金の残高を記載している。 

  イ 病院事業会計 

（白鳥委員） 

預金支出内訳書の研究研修費が今月は多くなっているが、その内容を教えてほしい。 



（事務局） 

医療従事者向けの臨床情報データベースのライセンス料として480万円、海外の医学図

書７誌の年間購読料として約330万円といった高額な支払いがあったものである。 

  ウ 簡易水道事業会計 

特になし 

  エ 水道事業会計 

    特になし 

  オ 下水道事業会計 

    特になし 

  カ 農業集落排水事業会計 

   （深澤代表） 

   赤字補塡の他会計補助金に関して、他の会計も含めて確認したい。 

予算執行表（収入）の他会計補助金について、予算現額が１億 7,700 万円余のところ、4,000

万円を調定し、4,000 万円を収入済みとしている。農業集落排水事業の他会計補助金は、赤

字補塡的に収入しているものと思われるが、予算上は１億 7,700 万円ほど必要と見積もっ

ているところ、そのうち 4,000 万円の調定を起こして収入していることについて、どのよ

うな考え方で調定を起こし、収入するのか教えてほしい。 

また、病院事業会計では、13 億円の予算現額に対して、まだ調定を起こしていないよう

に見える。前月からの繰越金はだいぶ減ってきており、２か月後くらいには資金が枯渇し

そうな状況にも見えるが、赤字補塡の補助金について、年度当初予算を定めている中で、

どのタイミングで、どのような考え方により調定を起こし、収入するのか。 

まず農業集落排水事業会計について伺い、その上で他の会計についても教えてほしい。 

（事務局） 

    農業集落排水事業会計については、例年、年４回ほどに分けて収入している。基本的に

は資金ショートしないことを大前提として、財政課と協議し、何月に収入するかを決めて

いる。今年度は１回目を５月に収入しており、昨年度は７月に収入していたため、昨年度

より早い理由を確認したところ、事業の状況に特段の変化があったわけではなく、年度当

初の支出に備えるため、今年度は５月に収入したとのことである。収入の時期については、

その都度、財政課と協議して決めている。 

   （深澤代表） 

このような赤字補塡的な補助金は、特に補助金交付要綱があるわけではなく、議会で議

決された予算に基づき、財政課と協議し、その都度必要と認める額について調定を起こし

て収入しているもので、それぞれの会計において、資金繰りの状況に応じ、必要な都度、

必要な額を調定し、収入しているという理解でよいか。 

   （事務局） 

そのとおりである。会計によって収入する月は多少異なるが、財政課と協議して、資金

ショートしない時期に収入していると聞いている。 

（事務局） 

    病院事業会計については、例年５月に一般会計補助金の調定を起こしているが、令和７

年度においては、資金ショートのおそれがあったため、早めに年度内に実施しており、２

回に分けて調定している。簡易水道事業会計については、農業集落排水事業会計と同じよ



うに、資金の状況を見ながら、数回に分けて調定を起こして収入している。 

３ 協議会議事 

（１）その他連絡事項 

  ア 令和８年度第３回定例協議会会議録の公表について・・・・・・花村参与が説明 

  イ ８月・９月の日程について・・・・・・・・・・・・・・・・・花村参与が説明 

４ 閉会宣言 花村参与 


